
住
吉
の 

御
前

み

ま

え

に
供 そ

な

う 

桐
の
箱 

和
歌
と
三
味
線 

柏
手

か
し
わ
で

を
打
つ 

令
和
三
年
十
一
月
八
日 

大
中
臣
正
比
呂 

筑
前
一
宮
の
住
吉
神
社
の
近
く
に
あ
る
「わ
せ
だ
屋
」と
云
う
、
初
め
て
行
った
店
で
三
味
線
箱
を
買
った
。 

店
に
は
何
と
三
つ
も
備
え
て
あ
る
。
東
京
で
は
希
少
価
値
だ
。
金
沢
の
西
茶
屋
で
見
つ
け
た
三
味
線
箱
も 

か
な
り
古
か
った
が
、
「店
で
一
番
古
い
の
は
ど
れ
だ
」と
言
った
ら
、
店
の
奥
二
階
か
ら
、
更
に
一
箱
を
出 

し
て
く
れ
た
。
「金
属
の
三
味
線
立
て
と
同
じ
値
段
な
ら
買
う
！
」と
話
し
た
ら
、
そ
の
値
で
快
く
売
って 

く
れ
た
。
こ
れ
で
姉
妹
三
棹
の
、
箱
入
り
娘
の
二
人
が
片
づ
い
た
。
帰
り
に
住
吉
神
社
に
、
神
縁
に
よ
り 

求
め
た
三
味
線
箱
を
供
え
て
お
参
り
し
た
。
さ
す
が
、
和
歌
と
音
曲
の
神
様
で
あ
る
。
感
謝
。 


